
P38 応用地形学図における地形工学的な地形表現に関する研究

① 山地：紀伊半島（中・硬岩山地） 中越地域（軟岩山地）

１．研究の概要 2．対象地形と検討方法

3．紀伊半島の広域・詳細微地形判読図 4．中越地域の微地形判読及び応用地形学図

平成23年の台風12号では紀伊半島を中心に多数の深層崩壊が発生し、甚大

な被害が発生するなど、中・硬岩山地における危険斜面の予測・抽出が急務と

なっている。また、大規模な地震の活動期に入り、地すべりの発達段階を大きく

変えるような斜面変動も発生している。これらのことから、山地斜面においても

防災に資する工学的な地形学図の作成が急務である。

本研究では、1）中・硬岩山地である十津川流域の赤谷崩壊地周辺、2）軟岩

山地の事例として新潟県中越地域の微地形分類図を作成し、危険斜面の抽出

及び地形工学的な地形表現を方法を検討した。

なお、本研究にあたり、国土交通省近畿地方整備局からは、十津川地域の

航空レーザ計測地形データの提供を受けた。ここに記して謝意を表します。
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1) 紀伊半島（中・硬岩山地）

中・硬岩（堆積岩）山地で問題になる

岩盤クリープ斜面の不安定化要因を検

討し（図-1）、縮尺1：25,000地形図を

用いた広域微地形判読、航空レーザー

測量による地形図を用いた詳細微地形

判読図を作成した。

図-1 斜面の不安定化にかかわる要因
2） 中越地域（軟岩山地）

地すべり地形の階層性に着目し、地形発達史的背景からみた地形分類及び工学

的な応用についても検討した。

平成23年台風12号によ

る深層崩壊発生箇所

航空レーザー計測地形図を用いた中・硬岩（堆積岩）山地の微地形分類

明治22年災害時の地すべり
概ねNW-SE方向のリニアメントに
沿った地すべり（Block Slide）

明治22年災害時
の地すべりに類似
する不安定斜面

樹枝状の侵食前線が発達する。表層崩壊
の繰り返しにより形成され、深層崩壊・基岩
崩落の発生しにくい地形場と判断される。

台風１２号災害による赤谷地すべりの発生斜面
・稜線直下の緩傾斜面に二重山稜や段差地形が存在して いた。

斜面中腹の★印付近の小尾根は、下部斜面とは不連続であり、
崩壊前のな緩みゾーンの範囲の目安とした。

・下部斜面では、いわゆる”谷筋”は存在せず、崩壊跡地や凹地
状の地形が形成されていた。

★

二重山稜

明治22年災害時の地すべり
明瞭な滑落崖が残っている。稜線には段差や二重山稜が
存在し、渓流による縦侵食も到達していることから、基盤
崩落及び大規模な土石流が同時に発生したと判断される。

緩斜面の侵食が進んでおり、滑落崖の従順化、
滑落崖下の崖錐の存在などから、移動体とし
ては、安定した段階にあると判断される。

・平成23年台風12号による崩壊した赤谷右岸側の斜面は、稜線付近に線状凹地が認められ、
その下部の緩斜面、凸型の起伏などが存在していた。また、小尾根地形の不連続等から、
崩壊前の緩みゾーンの範囲を推定できた。

・赤谷左岸側は階段状に認められるが、これらは受け盤斜面の硬質岩の露岩と考えられる。

・赤谷の右岸側では谷密度は低いものの、崩壊跡地や凹地形、本川と平行な後氷期侵食前
線など、基盤岩が重力変形に寄与する地形場であることが分かる。

・従来の地形図では、微細な段差や小尾根地形、日陰になりやすい峡谷部の後氷期侵食前
線など、斜面を安定性を解明する上で重要な地形種の判読が困難であった。航空レーザー
計測地形図を用いるとことで、これらの課題は解決できる。

図-2 縮尺1：25,000広域地形判読図（紀伊半島赤谷周辺）

図-3 縮尺1：5,000地形判読図（紀伊半島赤谷周辺） 背景図は2009年計測の航空レーザ計測地形データによる等高線図（等高線間隔2m）

この地域では新旧の地すべり地形が細分化され、非常に多くの地すべりブロックを抽出することができる。現河床との比高は50ｍ以上にも及び、縦侵食を伴
わない緩やかな谷底堆積低地となっていることから、基本的には安定した地すべり地形であると考えられる。ただし、比較的急こう配で円弧状の滑落崖が多
く分布する箇所では、切土に伴う地すべりの再滑動が懸念される。

図-3は平成23年台風12号災害前の航空レーザー

計測による地形情報に基づき作成した微地形分類図

である。この結果、大規模な土砂ダムを形成した赤谷

の深層崩壊は、線状凹地や凸型にはらんだ緩斜面が

存在するなど、典型的な岩盤クリープ斜面であったこ

とが判読できる。

赤谷右岸側の谷壁斜面下部では、山頂部付近程の

規模ではないが、水系の発達がわるく微細な起伏を

持つ斜面が存在するが、これらの斜面も幅・長さ数十

ｍ規模の崩壊につながる可能性がある。

河川左岸側の急斜面は受け盤斜面にあたり、大規

模なすべり面を持つ斜面変動が発生する可能性は低

いが、落石や岩塊の崩落には注意を要する。

図-5 中越地域の微地形分類図 図-6 微地形分類図に基づく応用地形学図

図-4 中・硬岩山地の地形・地質と災害との関係イメージ


